
大牟田市立天領小学校

１ 本校のＥＳＤの特徴

本校では，学校教育目標「共に未来を築く，心豊かで，かしこく，たくましい子どもの育成」の

実現に向け，大きく二つの柱を立て，ＥＳＤを推進している。

一つは，体育科の研究を長年続けてきたことをいかして，体育科，生活科・総合的な学習の時間，

道徳等を中心に，人々・社会とかかわる課題解決的な活動を重視し，「オリンピック・パラリンピッ

ク」を通したＥＳＤを展開している。

もう一つは，大牟田市教育委員会と東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センターとの

海洋教育推進協定の締結を受け，昨年度より「天領小学校・みなと小学校・天の原小学校の３校

が連携した海洋教育」を通したＥＳＤを展開している。

２ ユネスコスクールとしての活動・全体計画

◇オリンピック・パラリンピックムーブメント推進を以下の点で展開する。

○オリンピック・パラリンピックの歴史や精神について学ぶ。

○教科学習指導におけるオリンピック・パラリンピックを生かした教材で学ぶ。

○競技者とのふれあいを通してその精神を学ぶ。

そのために，総合的な学習の時間を中心に，体育科，道徳，特別活動との関連を図る全体計画を

策定している。

また，海洋教育の概念「海に親しみ，海を知り・海を守り・海を利用する」の学習を段階的・組織的に展

開するために，３校の３～６年生が共通して取り組む年間活動計画を立案した。



３ 特徴的な活動事例

【全学年 特別活動 「パラリンピアンと交流しよう」】

ロンドン，リオパラリンピックのテニス競技に出場された川野

翔太選手を招聘し，困難に打ち勝つ強い気持ちや周りの人への感

謝の心が大切であることを講話で伝えていただいた。また，車椅

子テニスの体験を通して，車椅子で動く難しさやパラリンピック

選手のプレーのすごさを学ぶ学習を行った。 【川野翔太選手との交流】

学習後，４年生の総合的な学習の時間では，パラリンピアンに対して自分たちにできることを「応

援したい」「知らせたい」「支えたい」の３つの柱で考えた。実際に作成したポスターや応援カード，

新聞や手話を入れた歌などをもとに，校内では全校児童に，ユネスコスクール子どもサミットでは

市内の方々に広く発信した。

【第６学年 海と人を通して見えた 大牟田のまち】

「海を利用する」をテーマに，４・５年生の学習を踏まえ「100 年

先の大牟田の未来を考える」学習活動を展開した。市長の出前授

業を受け，見えてきた大牟田市の課題。ふるさと大牟田が魅力的

なまちになるように，海や人を中心にしたまちづくりを考えた。

自分たちのアイディアや他地域の取組を参考に，まちづくりプ 【市長による出前授業】

ランを立て，協力校とのテレビ会議で提案した。その後，市の広

報課や港振興室，青年会議所の方々にも聞いていただいた。資金

や土地活用の面など，自分たちだけでは気づけなかった指摘を受

け，更にプランを練り直した。

そのまちづくりプランを，九州地区６校の海洋教育パイオニア

スクールで開催した子どもサミットで発表した。そこでの交流を

通して，学びを深めることができた。 【市職員の方からのアドバイス】

４ 本年度の成果と課題

○成果

・本物のアスリートとの出会いは，子どもたちに大きな夢と今後の生き方を考える機会を与えてく

れた。「自分に悩みはあるけれど，パラリンピアンの悩みと比べると大したことではない。」とい

う考えに至り，笑顔で前向きに生活できる児童が増えた。（オリ・パラ）

・学習の課題設定を明確にしたことで，その後の追究や行動・発信の学習をスムーズに行うことが

できた。また，数多くのＧＴの方々と出会い，話をしていただくことで，新たな視点に気づき更

に学習を深めることができた。（海洋教育）

○課題

・各教科との関連を明確にすることや，各学年の学習内容と系統性，学習課程の工夫等について，

更に検討を重ねる必要がある。（海洋教育）


